
　地域の貴重な財産である憩いの
森などを守り育てるため、管理活
動に必要な知識と技術の習得を目
指す講座です。座学と実習を交え
て、草刈りや中低木の剪定技術な
どについて学びます。

ねりまの森維持管理コースとは？つながるカレッジねりま　みどり分野

ねりまの森維持管理コース　 講座だより

第2回「森の樹木の特徴と
　　　　　剪定方法を学ぼう①」
　日時：令和 7年 5月 18日 (日 )　9：30～ 12：30
　場所：羽根木憩いの森

道具をお手入れする時のポイント

　憩いの森の低木管理や剪定、安全管理のポイントについて講義をしたあと、樹木の強剪定や枝抜き、実生木の
伐採等の実習を行いました。

　
　◆活動後に毎回やることが大切︕
　刃物を布で拭いたり、ヤニ取り・防錆スプレーを吹きかけた
りすることで、道具を長持ちさせたりすることができます。簡
単なお手入れでも毎回やることが大切です。

　◆ケガの予防・モチベーションアップ効果あり︕
　　切れ味の良い刃物を使えば、ケガの予防に効果があります。
また、お手入れが行き届いた道具を毎回使うことでモチベー
ションアップにつながります。

　◆メンテナンス作業も安全・安心第一
　　複数人で作業する場合は間隔を開ける、周囲を見る、声掛
けを心がけましょう。
　

　憩いの森等の活動には、様々なメリットがあります。自然の変化
や樹木の生長過程、樹木の存在価値を自然に触れながら感じたり、
樹木や草本の知識を深めたり、体力維持や健康増進等、心と体の健
康を充実させたり、仲間と一緒に活動をすることで、効率的な作業
分担や楽しさを共有することができる等、作業を通じて感じること
ができます。
　今回の講座では、オオムラサキの剪定を行いました。開花後の剪
定や、冬季の剪定ではどの様な変化があるのか、若木と老木では萌
芽力がどう違うのか、樹木の変化や生長は感じることが沢山ありま
す。1 年間の講座を通して、楽しんでください。そして、管理され
ている森での活動に活かし、森を育んでください。

( 一社 ) 練馬環境造園協会

　今回の講座では前半に安全・安心に活動するための 8 項目の復習
や剪定に使う道具のレクチャーを行いました。後半ではそれらを踏
まえたうえで実際に樹木の剪定作業を行いました。樹木の剪定は夏
の暑くなる前の今の時期に行い、竹や樹木の枝は隣地に越境する前
に、つる植物はフェンス等に絡まる前に手入れを行うことがおすす
めです。
　詳しい剪定時期は講座で説明したとおり、樹木によって異なりま
す。わからない場合は、自分で調べてみたり専門家に聞いたりしま
しょう。
　また樹木の剪定では基本的に切りすぎても枯れたりしません。ハ
チやチャドクガなどに十分注意し、紅葉だけではなく新緑も楽しみ
ながら剪定作業行いましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　( 一社 ) 練馬環境造園協会
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羽根木憩いの森（講義・実習エリア）


